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前列左から）
　徳尾さん、七海さん、
　漆川さん、橋本さん、
　上田さん、櫻井さん
後列左から）
　東藤さん、佐藤さん、
　梶浦さん、　橋さん

　
　

歳
と
い
う
年
齢
に
な
っ
て
い
か
が
で

２０
す
か
？

　
　

歳
と
い
う
の
は
こ
ん
な
に
も
早
く
や

２０
っ
て
く
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
学
生
の

頃
は
も
っ
と�
大
人
�か
な
と
思
っ
て
ま
し

た
け
ど
自
分
は
ま
だ
子
ど
も
で
す
ね
。

　

実
行
委
員
長
と
い
う
職
責
を
全
う
し
た

感
想
は
？

　

準
備
期
間
は
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
ほ
か
の
実
行
委
員
や
教
育
委
員
会
の

方
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
正
直
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。

　

更
別
へ
の
想
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

も
と
も
と
更
別
が
好
き
で
し
た
が
、
離

れ
た
土
地
に
住
ん
で
み
て
ま
す
ま
す
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　

社
会
へ
の
責
任
を
感
じ
ら
れ
る
大
人
に

な
り
た
い
。
将
来
的
に
は
両
親
の
よ
う
な

幸
せ
な
温
か
い
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。

　

そ
ん
な
あ
こ
が
れ
の
両
親
へ
一
言

　

ま
ず
は　

年
間
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が

２０

と
う
。
ま
だ
ま
だ
迷
惑
か
け
る
だ
ろ
う
け

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　みなさん口を揃えて「大変だけ

ど楽しくていい経験ができまし

た」と笑顔で感想を話してくれま

した。

　　　お疲れ様でした！！

　

式
を
終
え
た
新
成
人

は
、
コ
ム
ニ
の
里
さ
ら
べ

つ
を
訪
れ
ま
し
た
。
利

用
者
の
み
な
さ
ん
と
触

れ
合
う
と
き
に
、
新
成
人

が
得
意
の
け
ん
玉
を
披

露
し
大
い
に
盛
り
上
が

る
場
面
も
あ
り
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

１１月　マーストリヒト
　　　条約の発効によ
　　　り欧州連合（Ｅ　
　　　Ｕ）が発足

５月　Ｊリーグが開幕
８月　東京都港区にレ
　　　インボーブリッ
　　　ジが開通

５月　十勝モーターパ
　　　ークがオープン
６月　さらべつカント
　　　リーパークがオ
　　　ープン

人口は３，４４４人（平成５年
１２月１日現在）でした。
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こ
の
た
び
、
更
別
村
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
永
年

勤
続
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
勤
務
に
精
励
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
方
に
対
し
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

北
海
道
消
防
表
彰

　

●
功
労
賞

　
　

太
田　

智
範

　

●　

年
勤
続

３０

　
　

石
井　

祐
一

　

●　

年
勤
続

２０

　
　

道
田　

好
美

　

●　

年
勤
続

10

　
　

加
藤　

昌
生
・
阪
本　

隆
俊

　
　

村
上　

幸
一
・
若
園　

裕
幸

北
海
道
消
防
協
会
表
彰

　　

●
功
績
章

　
　

石
井　

祐
一

　

●　

年
勤
続

３０

　
　

石
井　

祐
一

　

●　

年
勤
続

１０

　
　

加
藤　

昌
生
・
阪
本　

隆
俊

　
　

村
上　

幸
一
・
若
園　

裕
幸

　
北
海
道
消
防
協
会

　
　
　

十
勝
地
方
支
部
表
彰

　

●
勤
労
章

　
　

水
口　

光
浩

　

●　

年
勤
続

２５

　
　

水
口　

光
浩

　

●　

年
勤
続

１５

　
　

片
山　

利
幸

　
　更

別
消
防
団
表
彰

　
　
　

●
勤
功
賞

　
　

石
井　

和
人
・
今
井　

良
幸

　
　

相
澤　
　

慧
・
中
川　

昇
伍

　
　

大
石　

竜
也
・
畠
山　
　

渉

　
　
　

橋　

直
人

職
員
永
年
勤
続
表
彰

　

●　

年
表
彰

４０

　
　

下
川
原
一
博

　

●　

年
表
彰

３０

　
　

尾
崎　

英
治
・
福
原
美
由
起

　

●　

年
表
彰

２０

　
　

相
馬
謙
一
郎
・
粟
飯
原
正
憲

　
　

小
河
畑　

忍

　

●　

年
表
彰

１０

　
　

吉
田　
　

匠
・
角
玄　

真
也

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　

●　

年
勤
続

３０

　
　

山
際
二
三
男　
㈱
山
内
組

　
　

二
川　
　

晃　
㈱
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ

北
海
道
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　　

●　

年
勤
続

２０

　
　

佐
藤　
　

修　
㈲
更
別
運
輸

　
　

河　
　

朝
子　
㈲
山
田
商
店

北
海
道
十
勝
管
内

　
　
　

商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　　

●　

年
勤
続

１５

　
　

岡
崎
美
佐
子　
三
立
運
輸
㈲

　
　

戸
田　

幸
浩　
㈲
本
間
農
機

　
　

堀
越　

正
志　
㈱
山
内
組

　
　
　

久　

弘
孝　
㈱
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ

　
　

三
浦　
　

貢　
北
央
道
路
工
業
㈱

　
　

石
井
恵
美
子　
北
央
道
路
工
業
㈱

　
　

高
畠　

公
司　
㈲
林
自
動
車
整
備
工
場

更
別
村
商
工
会
長
表
彰

　　

●　

年
勤
続

１０

　
　

日
下　

栄
由　
北
央
道
路
工
業
㈱

　
　

星　
　

嘉
一　
㈱
更
別
企
業

　
　

平
柳　

龍
次　
㈱
更
別
企
業

　
　

観
野　

真
理　
㈱
テ
ィ
ー
・
ワ
イ

　
　

山
内　

昌
子　
㈲
片
岡
商
店

　
　

黒
澤　

敏
江　
㈲
片
岡
商
店

　
　

中
村
ち
づ
る　
㈲
片
岡
商
店

　
　

高
橋
み
ゆ
き　
㈲
片
岡
商
店

　
　

宮
本　

秀
一　
㈱
さ
ら
べ
つ
産
業
振
興
公
社

　

●
５
年
勤
続

　
　

剱
持　

二
郎　
㈱
ア
ド
バ
ン
ス

　
　

佐
藤　
　

裕　
一
般
社
団
法
人
オ
ア
シ
ス

　
　

肥
田　

祐
輔　
神
野
で
ん
ぷ
ん
工
場
㈱

　
　

吉
田　

道
博　
㈱
山
内
組

　
　

木
村　

勝
好　
㈱
山
内
組

　
　

増
田　
　

均　
㈱
山
内
組

　
　

青
沼　

時
雄　
㈱
山
内
組

　
　

佐
伯
美
智
子　
㈱
山
内
組

　
　

田
井　

友
美　
㈱
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ

優
良
職
員
表
彰

●　

年
勤
続

２５

　

小
林　

浩
二
・
川
上　

祐
明

　

田
中　
　

聡　
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①
給
与
所
得
が
あ
る
方

勤
務
先
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
方
は
申
告
不
要
で
す

が
、
各
種
所
得
の
合
計
額（
譲
渡

所
得
、
山
林
所
得
を
含
む
）か
ら

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額

に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
所
得
税

額
か
ら
、
配
当
控
除
額
と
年
末

調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
た
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
を
差

し
引
い
た
結
果
、
残
額
の
あ
る

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

　
　

●
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
２

　
　
　

千
万
円
を
超
え
る

　
　

●
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て

　
　
　

い
て
、
各
種
所
得
金
額（
給
与

　
　
　

所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）の

　
　
　

合
計
額
が　

万
円
を
超
え
る

２０

　
　

●
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受

　
　
　

け
て
い
て
、
年
末
調
整
さ
れ

　
　
　

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

　
　
　

と
、
各
種
所
得
金
額（
給
与
所

　
　
　

得
、
退
職
所
得
を
除
く
）と
の

　
　
　

合
計
額
が　

万
円
を
超
え
る

２０

　
　

※
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合

　
　
　

計
額
か
ら
、
所
得
控
除
の
合

　
　
　

計
額（
雑
損
控
除
、
医
療
費
控

　
　
　

除
、
寄
附
金
控
除
、
基
礎
控

　
　
　

除
を
除
く
）を
差
し
引
い
た

　
　
　

残
り
の
金
額
が
１
５
０
万
円

　
　
　

以
下
で
、
さ
ら
に
各
種
所
得

　
　
　

金
額（
給
与
所
得
、
退
職
所
得

　
　
　

を
除
く
）の
合
計
額
が　

万
２０

　
　
　

円
以
下
の
方
は
申
告
不
要
で

　
　
　

す
。

　

②
公
的
年
金
等
に
係
る

　
　
　
　
　
　

雑
所
得
の
み
の
方

　
　
　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

　
　

の
金
額
か
ら
所
得
控
除
を
差
し

　
　

引
い
て
残
額
が
あ
る
場
合
は
確

　
　

定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

　
　
　

４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、

　
　
　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

　
　
　

税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

　
　
　

ま
せ
ん
。《
年
金
所
得
者
の
確

　
　
　

定
申
告
不
要
制
度
》

　

③
退
職
所
得
が
あ
る
方

　
　
　

退
職
所
得
は
、
退
職
金
支
払

　
　

の
際
に
支
払
者
が
所
得
税
及
び

　
　

復
興
特
別
所
得
税
を
徴
収
す
る

　
　

源
泉
徴
収
だ
け
で
所
得
税
及
び

　
　

復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
は
済

　
　

ま
さ
れ
、
そ
の
退
職
所
得
に
つ

　
　

い
て
は
申
告
不
要
で
す
。

　
　

※
外
国
企
業
か
ら
受
け
取
っ
た

　
　
　

退
職
金
な
ど
源
泉
徴
収
さ
れ

　
　
　

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
確
定

　
　
　

申
告
が
必
要
で
す
。

　

④　

①
〜
③
以
外
の
方

各
種
所
得
の
合
計
額（
譲
渡

所
得
や
山
林
所
得
を
含
む
）か

ら
所
得
控
除
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た

所
得
税
額
か
ら
配
当
控
除
額
を

差
し
引
い
た
結
果
、
残
額
の
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

　
　

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

　
　
　

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、

　
　
　

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る

　
　
　

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

　
　
　
　

万
円
以
下
の
場
合
、
所
得

２０

　
　
　

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

　
　
　

ん
。《
年
金
所
得
者
の
確
定
申

　
　
　

告
不
要
制
度
》

　
　

注　

確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

　
　
　

合
で
も
、
所
得
税
及
び
復
興

　
　
　

特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け

　
　
　

る
場
合
は
申
告
書
を
提
出
す

　
　
　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
確
定
申
告
を
す
る

　
　

必
要
が
あ
る
方

●申告書（税務署から用紙が送付されている
　方）
●印鑑（認印で可　スタンプ印は不可）
●収入金額が分かるもの
　◆給与所得・退職所得・公的年金などの雑
　　所得がある方は源泉徴収票（原本）
　◆不動産収入・事業収入・譲渡収入のある
　　方は、収入や経費などが分かる書類
●必要経費が分かるもの
　◆国民年金保険料の控除証明書

　◆国民健康保険税、介護保険料、後期高齢
　　者医療保険料の領収書（更別村役場会場
　　で申告される場合は不要です）
　◆生命保険や地震保険などの控除証明書
　◆医療費控除を受ける場合は病院や薬局の
　　領収書（あらかじめ、受診者ごと、医療機
　　関ごとに集計のうえ明細書などに記入し
　　てください）
　◆寄附した団体などから交付を受けた受領
　　証や預り証など
　◆住宅借入金等特別控除に関する書類
　◆所得税が還付される方は、金融機関と口
　　座番号の分かるもの

�申告に
　　　必要なもの

申告期間は
　２月１７日（月）～
　３月１７日（月）です

7

　
　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
更
別

２６

　

村
に
居
住
し
、
平
成　

年
中
に
収

２５

　

入
の
あ
っ
た
方
は
村
・
道
民
税
の

　

申
告
が
必
要
で
す
が
、
所
得
税
及

　

び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

　

が
済
ん
で
い
る
、
勤
務
先
で
年
末

　

調
整
が
済
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は

　

前
年
中
に
公
的
年
金
等
以
外
の
所

　

得
が
な
い
場
合
は
申
告
の
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

�
村
・
道
民
税
の

　

申
告
が
必
要
な
方

●医療費控除
　　平成２５年中に病気やケガなどで医療費を１０
　万円以上（所得が２００万円未満の場合は所得金
　額の５％以上）支払った場合、所得から控除す
　ることができます。
◆医療費控除の計算方法

●住宅借入金等特別控除
　　住宅ローンなどを利用してマイホームを新
　築、購入、増改築し、平成２５年中に居住され一
　定の要件を満たしたときは、１０年間控除を受け
　ることができます。
　　控除を受ける最初の年は確定申告をする必

　要がありますが、給与所得者は２年目から
　年末調整で控除を受けることができます。
◆住宅借入金等特別控除の計算方法
　（平成２５年中に居住で通常の場合）
　　　　

●障害者控除
障害者手帳などをお持ちでない場合で
も、介護保険制度の介護認定を受けている
６５歳以上の方で、村から「障害者控除対象者
認定証」の交付を受けていれば、障害者控除
が適用されます。
　　控除対象となる方には村で認定証を発行
　しますので、事前に申請し交付を受けてく
　ださい。
　※障害者手帳などの交付を受けており障害
　　者控除が適用される方は、申告の際これ
　　までどおり手帳をご持参ください。

�確定申告で税金が
　戻ってくる場合があります

医療費
控除額
（最高２００
万円）

＝

１０万円または
総所得金額の
５％のいずれ
か少ない金額

－
保険金など
で補てんさ
れる金額

－
平成２５年中に
支払った医療
費の額

控除額
（最高２０万円）＝住宅ローン等の年末残高（最高２千万円）×１％

●帯広税務署　　　

　　　　　　　　 �２４－２１６１

●役場住民生活課住民税係　

�５２－２１１２ 

　国は東日本大震災からの復興を図る目
的で、地方公共団体が実施する防災事業に
必要な財源を確保するため、地方税の臨時
特例に関する法律を制定しました。村で
もこの法律に合わせて個人住民税均等割
を年額1,000円（村民税500円、道民税500
円）引き上げることとしました。
　変更後の金額は表のとおりです。

�個人住民税
　均等割の改正について

　
　

た
だ
し
、『
年
金
所
得
者
の
確
定

　

申
告
不
要
制
度
』に
よ
り
所
得
税

　

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

　

告
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
、
次
に

　

当
て
は
ま
る
と
き
は
村
・
道
民
税

　

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

●
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

　
　

み
が
あ
る
方
で
、「
公
的
年
金
等

　
　

の
源
泉
徴
収
票
」に
記
載
さ
れ

　
　

て
い
る
控
除（
社
会
保
険
料
控

　
　

除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、

　
　

基
礎
控
除
等
）以
外
の
各
種
控

　
　

除
の
適
用
を
受
け
る
と
き

　

●
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

　
　

外
の
所
得
が
あ
る
と
き

●役場保健福祉課介護保険係

　（介護認定者の障害者控除対

象者認定証の申請）　
　　　　　  �５３－３０００

●確定申告に関する情報提供　
◆国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
◆タックスアンサー（よくある税の質問）　
http://www.nta.go.jp/taxanswer/index2.htm

３，０００円

１，０００円

４，０００円

３，５００円

１，５００円

５，０００円
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消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
引
き
上
げ
と
村
の
事
業
内
容
の
見
直
し
に

伴
い
、
更
別
村
の
使
用
料
等
の
一
部
を
変
更
す
る
各
条
例
の
改
正
案
が
１

月
の
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

村
で
４
月
か
ら
料
金
変
更
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

は
、
し
尿
処
理
手
数
料
、
福
祉
の
里
総
合
セ
ン

タ
ー
給
食
部
門
の
利
用
料
、
土
地
や
建
物
を
貸

し
た
際
の
賃
借
料
の
計
算
方
法
、学
校
給
食
費
、

上
下
水
道（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）で
す
。
各
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
負
担
軽
減
事
業
に
つ

い
て
は
、平
成　

年
度
か
ら
食
材

２０

価
格
の
高
騰
に
よ
る
時
限
措
置

と
し
て
１
食　

円
の
助
成
を
実

１５

施
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成　

年
２９

ま
で
に
段
階
的
に
廃
止
し
ま
す
。

軽
減
相
当
額
に
つ
い
て
は
、地
産

地
消
な
ど
の
ふ
る
さ
と
給
食
に

転
嫁
す
る
な
ど
、よ
り
一
層
の
給

食
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�
学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
軽
減
事
業
の
段
階
的
廃
止

�
消
費
税
率
の
改
定
に
合
わ
せ
て
使
用
料
が
変
わ
る
サ
ー
ビ
ス

�
村
有
建
物（
職
員
住
宅
）の
家
賃
を
変
更

　

役
場
職
員
住
宅
の
家
賃
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
、「
北
海
道
の

公
宅
料
の
算
定
基
準
」に
よ
り
算

出
し
て
い
ま
し
た
が
、更
別
村
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
に
準
じ
た
使

用
料
と
し
ま
す
。

9

　

現
在
上
下
水
道
の
基
本
水
量
は　

立
方

１０

メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
基
本
水
量
に
満
た
な

い
少
量
利
用
の
方
が
多
数
い
る
た
め
、
利

用
者
の
使
用
実
態
に
合
わ
せ
、
応
分
の
負

担
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
、
各
水
道
会
計
の
経
営
状
況
や
、

消
費
税
率
の
改
定
を
考
慮
し
料
金
を
改
定

し
ま
す
。

　

水
道
料
金
改
定
の
影
響
を
４
つ
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
検
証
し
て
み
ま
し
た
。
毎
月
検
針
後
、

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る「
使
用
水
量
の
お
知
ら

せ
」を
用
意
し
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
使
用
量
に
応
じ
た
上
下
水
道
の
料
金
を
改
定

※
簡
易
水
道
の
事
業
用
基
本
水
量
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

※
営
農
用
水
の
営
農
用
基
本
水
量
、

　

酪
農
用
基
本
水
量
・
使
用
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

※
個
別
排
水
処
理
施
設
の
使
用
料
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
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月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
苫
小

１２

２６

２８

牧
市
で
第　

回
北
海
道
中
学
校
ス

４４

ケ
ー
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
央
中

学
校
生
徒　

名
が
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

１３

ー
ト
競
技
に
参
加
し
、
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
３
年
生
の
林
中
翔

く
ん
、
半
田
慧
く
ん
、
家
常
太
暉
く

ん
、
及
川
忍
く
ん
、
大
田
蒼
士
く
ん
、

田
中
姫
麗
さ
ん
、
小
寺
杏
奈
さ
ん
、

七
海
詩
織
さ
ん
、
酒
井
嘉
子
さ
ん
、

２
年
生
の
宗
宮
吏
玖
く
ん
、
一
年
生

の
相
馬
優
斗
く
ん
、
安
田
駿
平
く

ん
、
熊
谷
吏
恋
さ
ん
が
参
加
し
、
上

位
成
績
を
収
め
た
林
中
く
ん
、
家
常

く
ん
、
及
川
く
ん
、
大
田
く
ん
、
宗

宮
く
ん
、
田
中
さ
ん
、
小
寺
さ
ん
、

酒
井
さ
ん
の
計
８
名
が
２
月
１
日

か
ら
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
第　
３４

回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

１
月　

日
、
五
嶋
校
長
と
役
場
を

２２

訪
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
岡
出
村
長
に

全
道
大
会
の
成
績
報
告
と
全
国
大

会
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
話
し

ま
し
た
。
男
子
主
将
の
及
川
く
ん

は「
３
年
間
の
集
大
成
の
大
会
。
入

賞
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
っ

て
き
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
、
女
子

主
将
の
小
寺
さ
ん
は「
自
分
の
滑
り

が
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
ま
た
学
校
対
抗
で
は
優
勝

が
目
標
で
す
」と
決
意
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。
岡
出
村
長
が「
大
会
の

直
前
ま
で
体
に
気
を
つ
け
て
練
習

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
大
会

の
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
胸
を
張
っ
て

更
別
に
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

村
で
は
、灯
油
の
価
格
高
騰
を
受
け
、

冬
季
間
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
が
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
村
民
税
非
課
税
の
高

齢
者
世
帯
な
ど
に
福
祉
灯
油
引
換
券
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
は
役
場
保
健

福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯

更
別
村
に
住
所
が
あ
り
、
平
成　

年　

月

２５

１２

１
日
現
在
、
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
村
民
税
非
課
税
世
帯（
生
活
保
護

世
帯
は
除
く
）が
対
象
で
す
。

な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
入
居
世
帯
は
除
き
ま
す
。

①
高
齢
者
世
帯

　

世
帯
員
全
員
が　

歳
以
上
の
世
帯

６５

②
障
が
い
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、　
　

　

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉　
　

手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
世
帯

　

母
子
、
父
子
の
世
帯

引
換
券
の
使
い
方

給
油
を
す
る
際
、
引
換
券
を
使
う
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
か
ら
村
内
の
灯
油

販
売
事
業
者
に
給
油
し
て
も
ら
い
、
給
油

後
に
引
換
券
を
事
業
者
へ
お
渡
し
く
だ
さ

い
。引

換
券
を
使
用
で
き
る
の
は
平
成　

年
２６

３
月　

日
ま
で
で
す
。

３１給
油
の
回
数
や
量

回
数
は
１
世
帯
１
回
限
り
で
、
支
給
で

き
る
量
は
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
ま
で
で
す
。

●申請・問い合せ　役場保健福祉課（福祉の里総合センター）福祉係　�５３－３０００

申請受付は２月２８日
までです。印鑑を持
って保健福祉課まで
お越しください。

役場保健福祉役場保健福祉課課
福祉福祉係係
相澤 慧主相澤　慧主事事

11 各課・施設の電話／メールアドレス　�　総　務　課　�５２－２１１１　�soumu@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　企画政策課　�５２－２１１４　�kikaku@sarabetsu.jp
各課・施設の電話／メールアドレス　�　総　務　課　�５２－２１１１　�soumu@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　企画政策課　�５２－２１１４　�kikaku@sarabetsu.jp

　村で子育てをする皆さんと私たち保健師、栄養士との関わり

は母子手帳を交付したときから始まります。出産前は体調や
食事の確認を相談しながら、健やかな出産に向けたお手伝い

を、出産後は保健師が訪問して、赤ちゃんの体重測定や予防
接種などの説明をさせていただいています。その後、お子さん
の成長に合わせた発達・発育の相談や、お母さんの食事や授乳・
離乳食などの相談を乳児健診や離乳食教室などを通じて受け
ていただいています。
　現代の子育ては、大人の生活環境や食生活が大きく変化して
きたことなどから、昔の子育てをそのまま行うことができない
こともあり、様々な悩みを持つ方も多いと感じます。そのよう
な場合には、専門的なことはもちろん、小さなことでも誰かに
話をすることが大切です。医師や保健師、栄養士などの専門職
のほか、大切なのが子育て仲間の存在です。
　例えば出産前であれば、母親学級や両親学級で他のお父さ
ん、お母さん方と知り合うことができます。出産後は各種健診
や教室などで会う機会が増え、子育て情報の交換や自分の経
験、体験などから親同士が学びあう事ができます。ほかにも、
子育て仲間となる妊産婦や様々な乳幼児期の子育て家族が気
兼ねなく集まり、交流できる場として｢ころころるーむ（母子健
康相談）｣を月１回開催しています。ここでは保健師・栄養士へ
の相談もできます。相談のない方でも交流の場として気軽に
遊びに来てみませんか。もちろん祖父母の方の参加も大歓迎
です。

出産前
◆母親学級・両親学級
　家族みんなで新しい家族を迎える
準備をします。
出産後
◆乳幼児健診
　定期的に身体計測、医師診察、保健
相談、栄養相談を受けられます。
◆母と子の育児学級
　保育士や保健師による講話、保健相
談、栄養相談を受けられます。
◆離乳食教室
　離乳食の調理実習や栄養相談など
が受けられます。
◆ころころるーむ（母子健康相談）
　妊産婦や子育て家族の交流の場と
なります。

　みなさんから相談をお受けする中で、より専門的な支援が必要な
場合には、大樹町にある南十勝こども発達支援センター｢むぅく｣の
協力を得ています。「むぅく」は言語療法士など専門の先生もいて、
遊びや学習活動を通じて子どもの発達を支援しています。村で実
施している１歳６か月児・３歳児健診には｢むぅく｣の先生も来てお
り、「発達相談」として相談することができます。また、健診以外に
も個別に相談することもできますので、希望される方はいつでも保
健師にご相談ください。
※乳幼児期だけでなく、小学生・中学生のお子さんについての相談
　も受けています。　 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 役場保健福祉課　保健推進係　�５３－３０００

身体の発育 運動の発達

言葉の発達 友だちとの
関わり方

子どもへの
接し方

子どもの
様子や行動

両親教室での沐浴指導の風景

授乳や
食事のこと

※各事業の予定は、広報と共に配布される各
　月の「行事・情報案内」をご覧ください。
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カ
レ
ン
ダ
ー
を

　

リ
サ
イ
ク
ル

　土井槙悟さんのスケート教室

消
防
団
へ

１２/１１２/１６６

記
念
切
手
を
寄
贈

更
別
郵
便
局
と
上
更
別
郵
便
局
か
ら
、

消
防
組（
消
防
団
の
前
身
）の
発
足
１
２
０

年
を
記
念
し
た
特
殊
切
手
が
、更
別
消
防

団（
太
田
智
範
団
長
）に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。更

別
郵
便
局
の
神
成
哲
也
局
長
が「
こ

れ
か
ら
も
連
携
を
よ
り
深
め
、郵
便
局
も

地
域
の
防
災
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」と

述
べ
大
田
団
長
へ
切
手
を
手
渡
し
ま
し

た
。太
田
団
長
は「
記
念
の
切
手
を
い
た
だ

き
団
員
の
励
み
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
消
防
団
と
郵
便
局
が
手
を
取
り
合
い
地

域
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、同
席
し
た
岡

出
村
長
も
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、更
別
消
防
団
出

初
式
が
行
わ
れ
、第
一
分
団
と
第
二
分
団

　

人
が
一
同
に
参
加
。十
勝
晴
れ
の
青
空

５５の
下
、団
員
ら
は
寒
風
に
も
負
け
ぬ
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
消
防
活
動
に
携
わ
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

南
十
勝
消
防
事
務
組
合
更
別
支
署
前
に

集
ま
っ
た
団
員
は
、来
賓
が
見
守
る
中
人

員
報
告
や
服
装
・
機
械
器
具
点
検
を
行
い
、

更
別
市
街
本
通
り
で
太
田
智
範
団
長
を
先

頭
に
足
並
み
揃
っ
た
分
列
行
進
を
披
露
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
表
彰

伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
、太
田
団
長
は「
地
域

の
身
近
な
消
防
団
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」と

団
員
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

村
民
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、ス
ケ
ー
ト

協
会
と
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
ス
ケ

ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、芽
室
町
出
身
、バ
ン
ク
ー
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
１
５
０
０
ｍ
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
土
井
槙
悟
さ
ん
。午

前
に
行
わ
れ
た
小
学
校
３
・
４
年
生
が
対

象
の
教
室
で
は　

名
が
参
加
。子
ど
も
た

２２

ち
は
基
本
的
な
フ
ォ
ー
ム
や
滑
り
方
の
コ

ツ
、コ
ー
ナ
ー
の
技
術
な
ど
を
教
え
ら
れ
、

次
々
と
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

教
室
の
最
後
に
土
井
さ
ん
は「
１
日
１

つ
課
題
を
持
っ
て
、そ
の
課
題
を
ク
リ
ア

で
き
る
よ
う
に
練
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
必
ず
自
己
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ム

が
出
せ
る
は
ず
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

事
業
所
な
ど
で
余
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー

を
、村
内
の
必
要
と
し
て
い
る
人
に
提
供

し
よ
う
と
、社
会
福
祉
協
議
会
が「
リ
サ
イ

ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
市
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、毎
年
１
月
に「
カ
レ
ン
ダ

ー
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
」と
い
う

住
民
の
声
を
基
に
今
年
初
め
て
実
施
。気

に
入
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
購
入
し
た
女
性

は「
字
が
大
き
く
て
見
や
す
い
カ
レ
ン
ダ

ー
が
買
え
て
う
れ
し
い
。予
定
も
書
き
込

め
る
の
で
重
宝
し
そ
う
で
す
」と
嬉
し
そ

う
に
帰
路
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
野
々
村
福
祉
活
動

専
門
員
は「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
た
く
さ
ん
提

供
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。来
年
以

降
も
、み
な
さ
ん
の
善
意
が
形
と
な
る
よ

う
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

１/１/７７ １/１/６６　消防団出初式

１/１１/１４４
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１/2１/2９９
　
　

ス
タ
ー
ト

１/１１/１５５

１/２１/２１１

幼
稚
園
で

　
　

救
命
講
習

更
別
幼
稚
園
で
村
内
幼
稚
園
の
教
職
員

　

名
が
集
ま
り
、南
十
勝
消
防
事
務
組
合

１２更
別
支
署
が
実
施
す
る
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

を
受
講
し
ま
し
た
。

教
職
員
は
始
め
に
映
像
で
幼
児
や
小
児

に
対
す
る
心
肺
蘇
生
な
ど
を
学
び
、そ
の

後
消
防
職
員
の
指
導
の
下
、人
形
を
使
っ

た
訓
練
へ
。大
人
へ
の
心
配
蘇
生
法
な
ど

と
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、緊
張
感

の
あ
る
表
情
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
一
つ
ひ
と

つ
の
動
作
を
確
認
し
ま
す
。受
講
を
終
え

終
了
証
を
手
に
し
た
山
口
耕
園
長
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
が
１
番
大

切
。も
し
も
の
と
き
に
教
職
員
が
し
っ
か

り
と
行
え
る
よ
う
に
繰
り
返
し
受
講
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
で
は「
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
う
と
助
か
る
命

が
増
え
ま
す
。今
後
も
継
続
し
た
受
講
を
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
保
育
園（
西
山
眞
理
子
園
長
）

主
催
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト「
家
族
で
つ
く
Ｄ

Ａ
Ｙ
」が
保
育
園
の
園
庭
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
ん
で
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
開

催
。
親
子
ソ
リ
リ
レ
ー
や
雪
の
中
か
ら
み

か
ん
を
探
す「
み
か
ん
ひ
ろ
い
」な
ど
を
行

い
、
マ
イ
ナ
ス　

℃
と
厳
し
い
冷
え
込
み

１０

に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
き
ね
を
手
に
、
自
分
の
年
齢
と

同
じ
回
数
分
だ
け
餅
を
つ
き
、
周
囲
か
ら

は「
ヨ
イ
シ
ョ
」の
掛
け
声
が
沸
き
あ
が
り

多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
餅

村
づ
く
り
懇
談
会
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
行
政
機
関
、
団
体
の
代

表
や
役
員
な
ど
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
、

基
調
講
演
や
現
況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。基

調
講
演
で
は
、
株
式
会
社
い
た
だ
き

ま
す
カ
ン
パ
ニ
ー
を
運
営
す
る
い
の
く
ち

ふ
み
こ
代
表
取
締
役
を
講
師
に
招
き『
食

卓
と
畑
の
架
け
橋
で
あ
り
た
い
〜
い
た
だ

き
ま
す
カ
ン
パ
ニ
ー
の
食
卓
と
畑
を
結
ぶ

取
り
組
み
か
ら
〜
』と
題
し
て
講
話
。

多
忙
な
農
家
に
代
わ
り
畑
を
案
内
す
る

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
、
あ
り
の
ま
ま
の
農
村

に
触
れ
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
な

ど
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
、「
い
た
だ
き
ま

す
の
言
葉
の
と
お
り
畑
が
食
卓
の
食
料

を
、
食
卓
が
畑
の
経
済
を
支
え
あ
い
、
消

国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
実
行
委

員
会
の
総
会
が
Ｊ
Ａ
さ
ら
べ
つ
で
開
催
さ

れ
、７
月　

日
に
開
か
れ
る
第　

回
大
会

１３

１２

に
向
け
参
加
者
が
絆
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、同
実
行
委
員
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
伊

東
徹
秀
さ
ん
が
基
調
講
演
を
し
、「
更
別
村

が
更
別
村
ら
し
く
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
実
行
委
員
ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
た
な
実
行
委
員
長
に
霜
野
敬
夫
さ
ん
が

が
就
任
。霜
野
実
行
委
員
長
は「
よ
り
魅
力

的
な
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
み
な
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。今
年
も
力
を

あ
わ
せ
て
大
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」と
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

  寒さに負けずお餅つき　村づくり懇談会を開催

第　

回
に
向
け

１２

１/１１/１８８

を
口
に
し
た
園
児
は「
つ
き
た
て
の
お
餅

は
お
い
し
い
」と
笑
顔
で
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

費
者
が
農
業
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
現
況
報
告
で
は
、
商

工
会
、
森
林
組
合
、
農
業
委
員
会
、
教
育

委
員
会
、
農
協
、
村
役
場
の
各
代
表
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
新
年
度
に
取
り
組
む

事
業
な
ど
を
出
席
者
に
報
告
し
ま
し
た
。

新旧実行委員長ががっちり握手
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行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
ハ
ガ
キ
は
３
ヵ
月
ご
と
に
広
報
紙
へ
折
込
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ学学学学学学学学学学学学園園園園園園園園園園園園生生生生生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集   ＮＨＫ学園生徒募集　

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校

普通科の生徒と、生涯学習講座の受講

者を募集しています。詳しくは、無料

の案内書を請求ください。

●募集内容

　高等学校　普通科（３年制）

　生涯学習講座　　

●募集期限

　高等学校　４月３０日（水）まで

　生涯学習講座　通年受付

●問い合せ

　ＮＨＫ学園　　　 �（０４２）５７２－３１５１

　案内書請求フリーダイヤル

　　　　　　　　　�（０１２０）０６－８８８１

国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料のののののののののののの免免免免免免免免免免免免除除除除除除除除除除除除申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請国民年金保険料の免除申請ののののののののののののの
期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間がががががががががががが拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大さささささささささささされれれれれれれれれれれれまままままままままままま期間が拡大されますすすすすすすすすすすすす　

　国民年金は、所得が少ないときや失

業などにより保険料を納付することが

困難なときに、保険料の免除を申請す

ることができます。

　平成２６年４月からは、これまでより

免除できる期間が１年拡大し、申請時

点の２年１か月前の月分まで申請する

ことができるようになります。

●申請方法

　　申請は役場住民生活課もしくは年

　金事務所で行ってください。また、

　必要な書類などは申請する場所に問

　い合せください。

●注意事項

　　２年１か月前の月分まで免除申請

　をすることができますが、申請が遅

　れると万一のときに障害年金などが

　受け取れないことがありますので、

　すみやかに申請してください。

　　申請期間に対応する前年の所得に

　基づき審査を行いますので、免除が

　承認されないことがあります。

●問い合せ

　役場住民生活課戸籍係　  �５２－２１１２

　帯広年金事務所　　　　�２５－８１１３

員」に申し立てができます。申し立て

をすると、みなさんに代わって「苦情審

査委員」が公正で中立的な立場から、道

の関係機関に対して必要な調査を行い

ます。審査の結果、道の業務に不備な

点や制度に問題があるときは、道に是

正や改善を求めます。

苦情申立の窓口は、道庁の「道政相談

センター」か各総合振興局の「道政相談

室」です。申し立てる場合は、「苦情申

立書」（各窓口やホームページでご用意

ください）に必要事項を記入し提出し

てください。

●問い合せ

総合政策部知事室道政相談センター

�（０１１）２０４－５５２３（内線２１－７０６）

交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故のののののののののののの援援援援援援援援援援援援護護護護護護護護護護護護制制制制制制制制制制制制交通事故の援護制度度度度度度度度度度度度度

交通事故の被害に遭われたみなさん

に、次のような援護制度がありますの

でご利用ください。　 　　　　　　　

●交通遺児等育成資金貸付（無利子）

　自動車事故により保護者の方を亡

　くしたり重い後遺障害を残すことに

　なった子ども（０歳から中学校卒業

　まで）が対象で、月額２万円などが貸

　付できます。　 　　　　　　　　　

●重度後遺障害者介護料支給

　自動車事故により脳や脊髄、胸腹

　部臓器に損傷を受け、常時または随

　時の介護を必要とする方で、一定の

　要件を満たす方に、障害の程度によ

　り規定の支給額を支給します。

●問い合せ

　独立行政法人　自動車事故対策機構

　　　　　　　　　�（０１５４）５１－７３３７

「「「「「「「「「「「「ススススススススススススククククククククククククーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルガガガガガガガガガガガガーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドド」」」」」」」」」」」」をををををををををををを募募募募募募募募募募募募「スクールガード」を募集集集集集集集集集集集集集

近年、不審者による児童・生徒への犯

罪などが問題になっており、学校と家

庭や地域が連携して学校周辺および通

学路などの安全を確保する取り組みが

必要になっています。

村教育委員会では、平成２０年度から

地域のみなさんのボランティアによる

「スクールガード」活動を実施していま

す。

●スクールガードの役割

◆通学路のパトロール

◆危険箇所の早期発見

◆不審者に関する情報の収集

●巡回地区　

　学校や通学路近辺

●そ の 他　

　帽子を支給します

●募集人数　

　若干名

●問い合せ

　教育委員会事務局学校教育係

　　　　　　　　　�５２－３１７１

青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業のののののののののののの　青年国際交流事業の　
参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者をををををををををををを募募募募募募募募募募募募参加者を募集集集集集集集集集集集集集

内閣府では、日本と世界各国の青年

との交流を通して、相互理解と友好を

深め、広い国際的視野とリーダーシッ

プを身に付けた次代を担うにふさわし

い青年を育成するため、青年国際交流

事業を実施しています。

日本代表青年として各国の選抜され

た青年との研修・交流を行い、自分を

成長させてみませんか。詳しくは内閣

府のホームページをご覧ください。

●問い合せ

　北海道総合政策部知事室国際課

　　　　　　　　　�（０１１）２０４－５１１４

　　　　　http://www.cao.go.jp/koryu/

予予予予予予予予予予予予備備備備備備備備備備備備自自自自自自自自自自自自衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛官官官官官官官官官官官官補補補補補補補補補補補補をををををををををををを募募募募募募募募募募募募予備自衛官補を募集集集集集集集集集集集集集

次のとおり予備自衛官補を募集して

います。

●応募資格

１８歳以上３４歳未満の方

●募集期限

４月２日（水）まで

●試 験 日

４月中旬

●問い合せ

自衛隊帯広募集案内所　�２３－８７１８

　

15 各課・施設の電話／メールアドレス　�　保健福祉課　　　　　�５３－３０００　�hoken@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　国民健康保険診療所　�５２－２３０１　�shinryousyo@sarabetsu.jp

　２月１２日（水）９時３０分～１２時００分　

●場　　所

更別村役場前駐車場

●問い合せ

役場住民生活課住民活動係

 牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛のののののののののののの家家家家家家家家家家家家畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜人人人人人人人人人人人人工工工工工工工工工工工工授授授授授授授授授授授授精精精精精精精精精精精精にににににににににににに関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすす牛の家畜人工授精に関するるるるるるるるるるるるる
講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会をををををををををををを開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催ししししししししししししまままままままままままま講習会を開催しますすすすすすすすすすすすす

牛にかかわる家畜人工授精師を養成

するための講習会を開催します。

●開催期日

　５月１２日（月）～６月５日（木）までの

　日曜日を除く２２日間

●開催場所

清水町字御影南２線７７番地

旧清水町農業振興公社施設

●受講資格

　牛に係る家畜人工授精師の免許を

取得しようとする方で、家畜改良増

殖法第１７条の規定に該当しない方。

●受講人員

３０人程度

●受 講 料

６０，０００円

●受講手続き

受講願書、履歴書などを社団法人ジ

ェネティクス北海道理事長宛に提出

してください。

●提出期限

３月１０日（月）必着

●問い合せ

　〒０６０－０００４

　札幌市中央区北４条西１丁目１北農ビル

　社団法人ジェネティクス北海道生産部

　　　　　　�（０１１）２４２－９６４４

暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴風風風風風風風風風風風風雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪ななななななななななななどどどどどどどどどどどどにににににににににににによよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるる      暴風雪などによる      
被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害のののののののののののの防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいてててててててててててて    被害の防止について　

近年、道内では、急速に発達した低

気圧の影響により、吹雪の発生頻度が

低かった地域にも暴風雪などによる災

害が発生しています。特に、昨年３月

にはオホーツクや根室管内において９

名の方が亡くなるなど、大きな被害が

発生しています。天候の悪化が懸念さ

れるときは外出を控えましょう。やむ

を得ず車で外出するときは、次のこと

を参考にしてください。

◆車が立ち往生する可能性があるの

　　で、防寒具やスコップ、けん引ロ

　　ープなどを車に用意し、燃料が十

　　分にあるかを確認しましょう。

◆運転中に地吹雪などで危険を感じ

　　たときは、道の駅やコンビニエン

　　スストアなどで天候の回復を待ち

　　ましょう。

◆吹き溜まりなどで車が立ち往生し

　　てしまった場合は、無理に脱出し

　　ようとせずロードサービスや近く

　　の人家に救助を求めてください。

◆避難できる場所や近くに人家がな

　　いときは、消防や警察に連絡して、

　　車内で救助に備えてください。　

　◆車が雪に埋まった場合はエンジン

　を切りましょう。マフラーが雪に

　埋まると排気ガスが車内に逆流し

　て、一酸化炭素中毒を起こす危険

　性があります。

●問い合せ

　北海道危機対策局危機対策課

　防災グループ　　�（０１１）２３１－４１１１

協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会けけけけけけけけけけけけんんんんんんんんんんんんぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽ  　　　　　　　　 協会けんぽ　　　　　　　　　　　　
　介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料率率率率率率率率率率率率変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいい介護保険料率変更についててててててててててててて
平成２６年度の健康保険料率は、準備

金を取り崩して１０．１２％に据え置くこ

ととしましたが、平成２６年３月分（４月

納付分）からの介護保険料率について

は、介護給付費が年々増加し、協会け

んぽが負担すべき介護納付金も増加し

ていることから、１．７２％（平成２５年度は

１．５５％）に引き上げざるを得ない状況

となっております。厳しい経済状況の

中ですが、ご理解いただきますようお

願いします。

●問い合せ

協会けんぽ北海道支部

　　　　　　　　　�（０１１）７２６－０３５２

  　 知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっってててててててててててていいいいいいいいいいいいまままままままままままますすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかか 　知っていますか　　 
道道道道道道道道道道道道のののののののののののの「「「「「「「「「「「「苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦情情情情情情情情情情情情審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員員員」」」」」」」」」」」」制制制制制制制制制制制制道の 「苦情審査員」制度度度度度度度度度度度度度
「北海道苦情審査委員」制度とは、道

が行った業務や制度の内容を審査する

制度です。

みなさんの利害に関することで、道

政に対する苦情であれば「苦情審査委

教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会のののののののののののの点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検・・・・・・・・・・・・評評評評評評評評評評評評教育委員会の点検・評価価価価価価価価価価価価価
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告書書書書書書書書書書書書をををををををををををを公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表ししししししししししししまままままままままままま報告書を公表しますすすすすすすすすすすすす
教育委員会では事務管理・執行状況

について、毎年点検と評価を行うこと

が義務付けられています。このことか

ら点検・評価を実施し、報告書を作成

して村民のみなさんに公表をしていま

す。今年度作成した「平成２４年度点検・

評価報告書」を村農村環境改善センタ

ー内、教育委員会事務局の窓口で閲覧

することができます。

●問い合せ

　教育委員会事務局学校教育係

　　　　　　　　　�５２－３１７１

海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外でででででででででででで鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥イイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザ海外で鳥インフルエンザののののののののののののの
発発発発発発発発発発発発症症症症症症症症症症症症がががががががががががが確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認さささささささささささされれれれれれれれれれれれまままままままままままましししししししししししし発症が確認されましたたたたたたたたたたたたた
海外での鳥インフルエンザの発症が

確認されました。渡り鳥などを媒介し

国内に入り込む可能性があります。そ

のため、死亡した野鳥を見つけても素

手では触らないでください。野鳥は体

内や羽毛などに、細菌などの病原体が

いることが考えられます。もし同じ場

所でたくさんの鳥が死亡していたとき

は役場産業課までご連絡ください。

なお、野鳥はさまざまな要因で死亡

する可能性がありますので、鳥インフ

ルエンザをすぐに疑う必要はありませ

ん。

また、通常生活では人には感染しな

いと考えられていますので、過度に心

配する必要はありません。

●問い合せ

役場産業課林務係　　　�５２－２１１５

献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血をををををををををををを実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施ししししししししししししまままままままままままま献血を実施しますすすすすすすすすすすすす

北海道赤十字血液センターの移動献

血車による献血を実施します。

輸血用の血液が不足していますの

で、献血にご協力ください。

●実施日時



各課・施設の電話／メールアドレス　�　教育委員会　　　　　　　　　�５２－３１７１　�kyoui@sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　�　南十勝消防事務組合更別支署　�５２－２２０１　�syoubou@sarabetsu.jp
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を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
残
念
で
悔

し
か
っ
た
で
す
。

　

部
員
が
３
人
し
か
い
な
い
と
な
か

な
か
練
習
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
徒
会
の
活
動
や
分
会
の
活
動

で
忙
し
か
っ
た
り
と
３
人
が
集
ま
る

こ
と
が
難
し
く
、
満
足
し
た
練
習
が

で
き
ず
に
、
１
年
生
が
１
人
で
練
習

を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
１
人
で
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て

打
つ
練
習
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
乱

打
形
式
や
ラ
リ
ー
な
ど
ゲ
ー
ム
形
式

の
練
習
は
短
い
時
間
の
中
で
し
か
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。

　　

ま
た
、
１
年
生
は
初
心
者
で
、
私

は
満
足
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
持

ち
方
も
自
己
流
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
２
年
生
の
２
人
で

協
力
し
て
教
え
、
少
し
ず
つ
修
正
し

て
、
ボ
ー
ル
が
コ
ー
ト
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

真
面
目
に
部
活
に
出
て
く
れ
る
１

年
生
が
入
っ
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。
来
年
は
、
ま
ず
人
を
少

し
で
も
多
く
集
め
、
試
合
で
１
戦
だ

け
で
も
い
い
か
ら
勝
つ
こ
と
を
目
標

に
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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礼
儀
正
し
さ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
残
っ

て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

と
小
笠
原
流
礼
法
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
こ
こ
に
実
現
！

年
中
行
事
、
冠
婚
葬
祭
、
祝
い

事
、
贈
答
…
。
私
た
ち
の
生
活
を

彩
る
慣
わ
し
の
由
来
と
マ
ナ
ー
。

奥
深
い
和
の
知
恵
と
お
も
て
な
し

の
心
が
満
載
の
本
。

国
運
を
か
け
た
決
断
時
、
痔
の

激
痛
が
。
首
脳
会
談
の
真
最
中
、

脳
梗
塞
発
作
。
文
明
を
滅
ぼ
し
国

境
線
を
変
え
る
疫
病
…
病
気
こ
そ

歴
史
の
本
質
で
は
な
い
か
！

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史のののののののののののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役ははははははははははははははははははははははははははははははみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみなななななななななななななななななななななななななななななな病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病歴史の主役はみな病人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

田中日出男／田中日出男／著著
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久次米義敬／久次米義敬／著著
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飯島晴武／飯島晴武／著著
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北
海
道
書
道
教
育
連
盟

と
北
海
道
新
聞
社
が
主
催

す
る
第　

回
北
海
道
学
生

６６

書
道
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

更
別
小
学
校
５
年
生
の
堀

井
花
夏
さ
ん（
写
真
中
央
）

が
特
別
賞
の
北
海
道
国
語

教
育
連
盟
賞
に
、４
年
生
の

小
本
眞
瑛
さ
ん（
写
真
右
）

と
２
年
生
の
今
井
優
来
さ

ん（
写
真
左
）が
特
選
を
受

賞
し
ま
し
た
。

特
別
賞
は
十
勝
管
内
の

小
学
生
で
は
堀
井
さ
ん
の

み
が
受
賞
と
い
う
快
挙
。

更
別
の
小
学
生
で
は
平
成

　

年
の
森
田
惇
斗
さ
ん
以

１７来
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

堀
井
さ
ん
は「
入
賞
す
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
書
道
を
ず
っ
と
続
け

て
い
く
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま

し
た
。

村
商
工
会
青
年
部
が

道
内
で
唯
一
、
優
良
商

工
会
青
年
部
と
し
て
中

小
企
業
庁
長
官
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

同
部
は
正
部
員　
１１

名
、
賛
助
部
員
４
名
と

い
う
少
数
な
が
ら
精
力

的
に
活
動
。
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
だ
け

で
は
な
く
、
主
催
行
事

と
し
て「
青
年
部
ビ
ア

･
ガ
ー
デ
ン
」や「
ど
ん

ぐ
り
村
の
盆
踊
り
」も

実
施
。
昨
年
は
観
光
看

板
の
改
修
を
実
施
す
る

な
ど
地
域
貢
献
も
努
め

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た

活
動
や
青
年
部
へ
の
加

入
促
進
に
よ
る
高
い
組

織
率
な
ど
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
、
今

井
良
幸
部
長
は「
自
分

た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

今
ま
で
の
先
輩
た
ち
の

活
動
の
評
価
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
賞
に
恥
じ
な

い
よ
う
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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　図書管理電算化に伴い、3月1日(土)～3月31日(月)まで休館しま
す。図書の貸出しは、2月28日(金)までとなります。
　休館中の図書の返却につきましては、教育委員会事務局窓口へ
お願いします。
　また、作業の都合上、お手元にある図書は3月14日(金)までに、教
育委員会事務局窓口まで返却願います。
　ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

　社会教育計画に対して
意見をいただいている社
会教育委員の方々を紹介
します。

委員長　我妻　一則（協和区）
副委員長　小谷　文子（協和区）
委　員　西山　　猛（緑　町）
　同　　五嶋　張佳（曙　町）

委　員　霜野　敬夫（中央町）
　同　　佐藤　泰子（更別区）
　同　　森田　知子（旭　区）
　　　　　　　　　※敬称略

　今年度、役場に通報が来た捨て犬の件数は１月末
日時点で５件、２０匹が数えられていて、昨年度より
すでに２件１０匹増えています。
　動物の虐待等の防止について定めた動物愛護法が
2013年９月に改正されたことで飼い主などの責任や
義務が強化され、飼った場合はペットが死ぬまで飼
い続ける責務があることなどが盛り込まれました。
飼い主が愛護動物を遺棄・虐待した場合１００万円以下
の罰金、愛護動物を殺傷した場合２年以下の懲役ま
たは２００万円以下の罰金もしくは科料となりました。
　また、「離れ犬」についても後を絶ちません。村の
条例では、ペットとして飼う犬はけい留することが
規定されています。
　この世に生を受けた大切な命をみなさんで守り、
ペットが幸せに過ごせる地域にしていきましょう。

●問い合せ
　教育委員会事務局社会教育係　�５２－３１７１

真冬に捨てられていた子犬たち
後日、無事に新しい飼い主が見つかりました


